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バッチカウンタ
MODELEL1870

■概要

バツチカウンタは、流量計および開閉弁と組合

わせてデジタルに流体の定体積計量を行います。

本バッチカウンタは、マイコンを搭載することに

より、バッチ機能を高度化し、各種のフェールセ

ーフ機能、表示機能を充実させた多機能バッチカ

ウンタです。また、通信機能を付加することによ

り、上位コンピュータやパソコンとのシステム構

成が可能となります。

多様化する需要に対応できるフレキシブルな生

産ラインが要求される食品、塗料、化学工場など

の混合工程、仕込工程、出荷工程の自動化、省力

化に最適です。

■特長

1．操作が容易です。

2．正確な定量制御が可能です。

3．バッチ量、積算値の表示はもちろん各種の設

定値、運転状況と異常時の表示など、確実な

制御をするための表示機能が充実しています。

通信機能を付加することにより

上位コンピュータやパソコンとのシス

テムの構成が簡単にできます。

プロセスの安全が確保できます。

信頼性が優れ、メンテナンスも容易で

す
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■一二重一一一

■各部名称及び機能

カウンタA6桁LED(赤色）

バッチ量表示

表示ランプ(LED)-

表示｜色’機

一カウンタB

6桁LED(赤色）

・種算値表示

・瞬時流量表示
・各種設定値表示

・異常表示

（※下表参照）

－－モード切換スイッチ

SW1:RUN/SETモード

RUN;計量，表示
SET;バッチ量以外の各数

値をセットする場合

SW2:NORM/CHECKモード

NORM(Normal):計量，数値
セット表示など

ヒ
ヒ

△
日
凹

制限信号出力中点灯(スター
ト信号よりストップ信号まで）SV 黄言

Ｉ
つ
ぐ
園
’
四

運
転
状
況

上限流量開信号出力中点灯(初
期設定到達時より終期流量制

限開始時まで）

一
舅MV

完了出力信号出力中点灯（バ

ッチ量到達時よりリセット操

作時まで）

黄END

行き.過ぎ量が設定値よりオー
バーした場合，又は，流速が
設定した過大流速値をオーバ

ーした場合点灯，リセット操
作で消灯。

OVR 赤

警

未到来パルス検出時.．又は，

パルス偏差検出時に点灯。リ
セット操作で消灯

MIS 赤

流量入力側の断線又は短絡，

CPU異常，入力パルス周波数

が規定よりオーバーした場合
に点灯

報

|｛
赤ALM

テンキー（数字キー)－
・バッチ量の設定時使用

・各種設定値の決定時に使用
・各種設定値の読出し時に使用

／
、

、

内器引出用ツマミ

・後部のロックビスをはずすと引出せます。

｜種類I条件 状態

報
知
ブ
ザ
ー

上限流量開信号が
OFF(MV消灯）

(※)カウンタBの表示項目 3回断続

呼出
コード表示種類

一
家 示 バッチ計量完了時

テンキーの操作ミス

5秒間

約0.5秒間／積算値表示 常時

バッチ設定垂､0”で

スタートした場合異
常
ブ
ザ
ー

計量中のみ。表示単位：積算表示値最小桁単位×1000/h

「百7百戸3･B操作後，流速確定まで"C"表示。流速確

定後3秒間表示し，積算値表示へ自動復帰。

約3秒間
瞬時流量表示 8 バッチ設定量く積算値

でスタートした場合

表示ランプ"OVR"で
"MIS''､,.ALM"点

灯時

｢gT~1入力まで連続
(･漁LM"で，入力

周波数オーバーの

場合は，趣源OFF
まで）

nn
lII1

塵]蕪
初期設定値 1

バ
ッ
チ
機
能

_’ 1■■■■■■■

i111

1コ!』終期設定値 2
一
琴

L菫寧昌」 可
こ行き過ぎ予測量 3

一ファンクションキー

｜種類｜意味I機能

一

己孑予き過ぎ篝 4

示

Lパルス偏差
F

O

保
謹
機
能

各設定値をメモリさせる

場合，各々の設定種類の
コードを選択

l'3 SELT SELECT未到来ﾉfルス 6

例
11可】可
lUIJ過大流速 8

各設定値のキーイン後，

｢壱雨。によりメモリ完了
ENTRYENT呼び出しコードを

キーイン ﾛ‘'25
Ｉ
ラ
ス
ケ メータ係数 7

メモリされた各設定値の

読み出し
11
可

DlSPDISPLAY／行き過ぎ量
二
壼
壱
や
一
家
一
示

SAISTARTI計量開始r~｝

ロ ／過大流速

計垂終了状態，中止状態

から計量開始初期状態へ

復帰させる。表示ランプ
"END.'."OVR."･｡MIS''を消灯

最上桁(105)

に表示
日 ／未到来ﾉfルス RESET

R5/
'CLR

弓 ／パルス偏差

F一一一7

／CPU異常

cLEARI蕊騨読ﾘ入力ﾐス
１
１

一
一

Ｉ
Ｌ

計量の中止,異常ブザー及びカ

ウンタBの異常コード表示の中止。
STOP

sり。
小数点｜小数点入力

－2－
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■外形寸法図

単位：、、

又付令具蝶

I
－
１
つ
苛
国
’
四

■○

陣人u
■■■■■■■■■■■

R 付けの場合

(201TA)

カレントループ
通信機能付の場合（裏面）

一
一
一

短格ピン用ソケット

入力3Pメタルコネクタ

出力3Pコネクタ

Fig.1外形図

■取付け

く設置場所＞

1．機械的振動および腐蝕性ガスが極小な場所。

2．湿度が少なく常温近くで温度変化の少ない場所。

（注記)許容温度は＋50℃まで保証していますが、出来

る限り常温に近い場所を選んでください。

3．配線およびメンテナンスを容易にするためパネル裏

面は、計器背面より0.5m以上の空間を取ってください。

MIN

ｉ
ｒ
ｏ
圏
ご
薑
Ｌ

１
０
十

＜パネル＞

1．パネル材は丈夫な鋼板で1.6mm以上、標準は3.2mmで

す。

2．本器を2台以上取付ける場合はFig.2の寸法をおす

すめします。

3，取付高さはFig.3をおすすめします。

Fig.2パネルカット寸法

＜取付け＞

1．バッチカウンタをパネル前面より差し込んで下さい。

2．付属の外筐取付け金具を外筐上下面の穴に掛け、前

後左右の水平を確認した後、外筐取付け金具でパネ

ルに固定してください｡(Fig.1)

』
一

Fig.3計器取り付け高さ
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■配綴要領
●端子台の結線
く接続端子仕様＞

一
ｌ
つ
ぐ
“
’
四

＜結線上の注意＞

1．低電圧入出力信号線の配線

流量入力積算出力および制御入力などの各人出力の配線に当っては、下記の点に注意してく

ださい。

(1)入出力が電圧、電流またはオープンコレクタの場合（接点入出力以外の時）

信号用ケーブルは必ず静電遮蔽付制御用ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル

(CEVS1.25～2mm2,2芯または3芯）か、または同等品をご使用ください。

シールド線は計器側は全てG端子へ落し、検出端子側は、浮配線としてください。

（2）入出力信号線と動力線(100VAC以上）間の距離は出来るだけ、離してください。

また同一コンジット内を通すことは、絶対に避けてください。

計器盤内配線についても同様に注意してください。

2．電源および動力線(100VAC以上）の配線

（1）電源線からのノイズサージが多い場合には、機器の前段へノイズフィルタなどを使用して

ください。

（2）動力線などに於いてのノイズ発生源となるモータおよび電磁弁などには、必要に応じCR

などのサージサプレッサを取付けてください。

－4－

端子No. 表 示 説 明

１
２
３
４

流量入力

SUP

SIG．’

OV

SIG.2

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

＋
一
十
一

く
く
く
く

〕檜識鰐
］ 電圧パルス

(細電謂融2により）

を除く）

パルス偏差検出時使用

１
Ｊ
3線式発信器

５
６ 積算出力

(＋）

(－）

外部積算計用出力

オープンコレクタ(標準)、または接点

７
８
９
岨

制御入力

START

RESET

STOP

COM(-)

外部命令人力

],接点 1]･接＊ a接点

11

12
完了出力

一可

－ r
バッチ終了でON

醗溌職蕊溌3でOFF
13

14

15

16

終了出力

予告出力

－

■■■■■■■■才
一

－ ン

バルブ操作

信号

制限信号

(一段開，または一段閉信号）
上限流量開信号

(全開信号）
17

18
警報出力

’
一ン

異常発生でON

鴻溌3，または電源OFFでOFF
L1

L2
電源

HOT

NEUTRAL

G アース



3．接地

計器の接地は端子No."G''にて、完全に行って下さい。

接地種類：第3種接地(100Q以下）以上

4．その他

（1）配線は、圧着端子を使用して確実に結線して下さい。

（2）本器は、計器内に電源スイッチを備えていません。必要な場合は、外部に設置して下さい。
一
Ｉ
つ
ぐ
国
Ｉ
山

～

＜結線図例＞

(注)リモート信号を使用しないとぎは
STOP信号⑨－⑩温子を短緒して
下さい。

電源

台
Ｉ
川
十
ｌ

Ｓ

Ｓ
Ｉ

子錨
１ 終

了
出
力

流
量
入
力

。
ｊ
２

Ｐ
６
Ｖ
６

０
１

１

Ｓ
ｓ
ｏ
Ｓ

START

リ
※
※RESET 三方口切
換電磁弁流量

→ 予
告
出
力

入
力
Ⅷ
「

PG30発信器付
オーパル流量計

CON

(一）

→流量

二段開閉弁

警
報
出
力

完
了
出
力

積
算
出
力

(＋）

(－）

※印位置(誘導負荷側)へ
CRなどのサージサプレ
サを取り付けて下きい
（例えば,R=2009,
C=0.1"500VDC)

G

L2L,

NEUTHOT

I■■■■■

ー

第三種接地(1009以下)以上一一一■■ーー

Fig.4結線図例

－5－



●通信機龍の結線

1.20mAカレントループの結線方法(Fig.5を参照し弓

（1）コミュニケーションインターウェィスポックス(CI

パッチカウンタ相互間は、付属の3Pメタルコネ

（2）カレントループ入出力コネクタの端子は、以下

の通りです。

端子番号

1：カレントループ（＋)側

2：シールド用

3：カレントループ（－)側

法(Fig.5を参照してくだきぃ。）

ウェィスボックス(CIB)EC1000とパッチカウンタ間、

付属の3Pメタルコネクタを使用してくだきぃ。

および

一
Ｉ
つ
ぐ
国
’
四

IN OUT

Fig.5カレントループ入出力コネクタ

(3)ケーブルは必ず静電遮蔽制御用ポリエチレン絶縁

ピニルシースケーブル(CEVS1.25～2mm22芯）か、

または同等品をご使用ください。

EL1870 EL1870

一
一

'長

00側

き､貝

－6－



■構成ブロック図
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国
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世
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<二
○
’
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’
○
’
○
’
○
６

－
４
』
７
８
９
０

+5V

RAMO

．
■
《
画
一
垂
》
■
．
“
■
．

RAM1

完了出力隈に2ｺEトー‐

菱孝

トループ 「一－

ぶ
ふ
Ｂ
２－
Ｉ<二

こ〉

r=>オプション

20mA レン

中

目

一
一１

、
竜

力 前面表示ボード

SV
MV

END
OVR
MIS
ALM

。
。
。
③
。
◎

ー

L

出力 テ
ン
キ
ー

Fig.7
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■バッチ機能

1．設定動作…･……‘設定数は全て、RIGHTENTRY方式

A・仕込量のセット………“カウンタA(上段LED)で常時点灯
－
１
．
苛
圃
Ｉ
山

仕込量のセット

モード切換SW(内器右側面手前）

モード切換SW

RUN,NORN.？
NO/毛一ド

胤囲認CK－1■■4■■ー

ON

YES

ファンクションキー
■■一一■■■■占

仕込中は受付無効
SELT

應巨1----‐最小桁〃点滅（カウンタA)点滅

1～999,999（テンキーにて）
ー■■ーI■■ｰ●

ゼロサプレスで6桁以上受付けません
仕込量設定

瘡-------‐設定値が点滅（カウンタA)点滅

CLRキャンセル：

注:図前の団屈司而詞および画
ファンクションキー押しは操作ミスで

ブザーがなります。

のNO
セットするか？

YES

-----．仕込量のセットが完了ENT

､----‐設定値が全て点滅→点灯に変ります。

（次の設定変更まで有効）
点灯

－8－



B・スケーラ、定量および保護機能の値のセット………・・カウンタB(下段LED)

ｒ
卜
僖
世

一睡函
毛一ド切換S
SET,NORN.？

NO/毛一ド 定量

未
到
来
パ
ル
ス
間

行
き
過
ぎ
予
測
量

行
き
過
ぎ
量

パ
ル
ス

過初
期
設
定
量

メ
ー
タ
係
数

終
期
設
定
量

大
流
量

YES

偏
差

SELT

右の機能コード
セット←

←

カウンタBの

最上桁(105）

コードNコードNo.セット

ス
タ
ー
．
卜
錘
仮

５
秒
後
～
完
了

大
弁
開

大
弁
閉

占
J，､、
占
J，､、 灯 ~

０
～
卵９ ９

０
～
９９ Ｑ

】
配

９
個
～
ｑ
ｕ
Ｓ

飼
巴
巴９

１
～
９９

ENT

｛
各機能値の
・範囲内の値一

(テンキーにて）

０
～
鮒

１
｛
～
卵

E ２
～
鳩

伽001
1

19999
消消灯

／〆
※1※2

注：※1，2，3の値が未セツ
は、自動的に下記がセツ
ます。

※3

トの時
トされ

値の設定値

CLRR

- E ００

鈴
０
９

２
Ｊ
的

“
４
１
－
ｎ
画
〕

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

勺
８
－
⑨
得
⑤
冬
Ｕ

※
※
※

点点灯

NO
セットするか？

YES

ENT ･----‐各機能のセットが完了

.-----カウンタBの値の設定値が点灯→消灯になる
（メモリーされたことを意味します。）

消灯

－9－
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2．表示読出し動作

A・スケーラ、定量および保護機能のセットメモリー値の読出し………“カウンタB(下段LED)

モード切換SW"RUN,SET どちらでも可

＜一F>- ／

Ｆ
１
・
寸
国
’
四

一

NO
STOP中か

く

蝿
〃
一
評DI

、

ｒ
ｌ
ノ
く
ｌ
、YES

3s騒遇

NO

|･磯,,｜
コード
No｡セット

号一右の機罷コードセット

＜ ｌ旦匡
◎
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
◎ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ

一
画

占 灯J,、、
占
J,、、 ーーーーー

セット値が読出きれ､前回力
3s後消灯

ウンタB部へ表示きれます。

NO
3s経過

YES

------‐上記後積算値へ自動復帰します。占 灯J，、、

B・積算値表示………｡‘カウンタB部

。‐剛換測|棚脇田認C:|にて､蕊'-ﾄ中､※｜,プ中に…職(常時）
入力パルス数にメータ係数設定値を乗じた数値を表示します。

棚胤囲認c《

C・瞬時流量表示…｡……‘カウンタB部

モー剛換sMl職胤囲認cI(|でｽﾀーﾄ…可能。
「雨]回以後瞬時流量確定義でg表示､確定後(ｽｹーﾗ後の3.6．毎のｶｳﾝﾄ数
値)3s間表示、その後自動的に積算値に戻ります。

鵬囲認CK

－10－
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定 量

初
期
設
定
量

1

0

＄

999

終
期
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3．異常動作………“表示位置

‐I震雪隙認出来.ホランプ

（カウンタBの105）A."OVR"ランプ表示
一
ｌ
つ
ぐ
Ｎ
ｌ
山

B･"NIS"ランプ表示

C・"ALN"ランプ表示

D、ブザー・………。上記A)～C)項以外に下記にて鳴ります。

－11－

状，i､毫因 行き過ぎ量OVER 過大流量

“

OVR"点灯 … 警報出力 …

予告、終了出力 完了後
』b

…

』h

ブ ザ－ … 》 警報出力

表示コード 号表示… g表示…

発生
および解除

↑↑｜

発生皿皿国

↑↑

発生門、

’

零ｺ再団

Wfu､毫璽 未到来パルス間隔 パルス偏差

“

NIS"点灯 … …

予告、終了出力 …
k

”
、

プザ－ … 警報出力 … 警報出力

表示コード E表示… g表示…

発生
および解除

↑ ↑｜

発生［亙口哩再皿］

↑↑

発生［亙口

’

ｒ

皿
０ 再囮

状聯i､臺酉 発信器断線 or 短絡 CPU異常

鉾

ALN"点灯 … 警報出力 … 警報出力

予告、終了出力 ”
＄ k

プザ－ … …

表示コード ナシ -表示…

発生
および解除

↑↑｜

発生画口原因排除

↑↑ I

発生「STJPONEROFF
orCPUReset(1s以上）

異常ブザー 報知プザ－

1
~一・

テンキー操作ミス………･6約0.5s 予告信号OFF時．……･…3回断統

2
定
定
没
没
直“0

”

直ぐ積算値
}でスタート約3s 終了信号OFF時………･.5s間



4.その他

A･パッチの自己チェック機龍

機器の内部OSCにて、外部出力を全てOFFにして定量、動作の機能チェックが可能です。

－
１
・
苛
国
ｌ
・
山

自己チェック機龍

厩珂釦を押す ____チェック前の内容を全てR%LRする｡(厳守）

完一ド切換S卜
RUN,CHECKか2

NO/モード
ｰ‐■■l■■

YES

仕込量設定操作

SA

効

ルス

※途中の

mmま有

※チェックパ

100Hz

（内部OSC)

｡SV","NV"LEDランプ点灯

入力パルスに従い順次点灯する。
（但し､終了､予告

およびトータルカウンタ出力はOFF)

LED点灯

仕込完了

必SV","NV"LEDランプ順次消灯
~~~‐完了にて、"END"LEDランプ点灯
（但し､完了出力はOFF)

LED消・点

廊祠釦を押す ____チェック後の内容を全てR%LRする｡(厳守）

ド切換S恥
NORN・か2

NO/モードモー
RUN,

YES

運転動作へ

－12－



B･STARTの条件

①積算値が“0”のこと。………“但し、STOP後の再STARTは可。

②設定値が“0”でないこと。

③終期設定量＞行き過ぎ予測量であること。 一
Ｉ
つ
ぐ
国
Ｉ
山

C･予告出力の条件

①終了出力が出力中であること。

②設定量一(初期設定量十終期設定量)＞0であること。

注：＜0の時はSTARTから完了まで終了出力信号のみ出力されます。

D･トータルカウンタ出力

スタート中、ストップ中にかかわらず出力

（入力パルス数)×（メータ係数)×(分周)＝トータルカウント出力数
分周・………，1/1（標準）

－

E･停電処理

START中停電の場合、出力を全てOFFし、積算値をメモリーします。停電復帰後は、

状態で、積算値は停電前の値を表示します。（但し、入力パルスなどのタイミングにて、

STOP

1パ

ルス加算することがあります。）

また、各種設定値は停電前後で変化しません。

／

／

－13－



■通信機能

1．通信モード設定

CUB基板(Fig.7参照）上のDSW1,DSW2にて設定します。
一
ｉ
・
↓
国
’
四 送信中表示LED(緑）受信中表示LED(")

’ DSM1

DSN2

(参考:CUBComunication
UnitBoadの略）

Fig.7CUB配置図

(1)DSW1の設定(Fig.8を参照してください。）

自局アドレスポーレート設定用ディプスイッチです。

①自局アドレス

自局アドレスはシステム上で、各々のパッチカウンタに付ける機器番号です。

上位コンピュータは、この番号を指示して、各々のバッチカウンタと通信を行ないます。

2進法で設定し、16進で表わした数値が自局アドレスです。

②ポーレート

ポーレートは通信の速さを設定します。1秒間に何ビット送信するかがBPS(BIT/秒）の単

位です。2進法で設定し、16進で表わした数が各ボーレートに対応します。

また、カレントループのケーブルが長距離の場合、ポーレートは低くした方が賢明です。

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ON

OFF

◆
◆
●
●

1

0

1Z345678

ﾖ聖聖聖農
-OFF-

’

未使用（常にOFF)

l｡局,州肘､$荷時:1
20(1)

21（2）

22（4）

23(8)」

｝師川測
2．（1）

2！（2）

｝
22（4）

6〃：9600〃

ａ
■
■
ｑ
８
且
■
ロ
ー
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
２
■
■
も
■
包
り
０
．
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。

(出荷時）

(将来）

Fig.8DSW1説明図
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(2)DSW2の設定(Fig.9を参照して〈誼さい。）

一

ON:1

OFF:0

一
ｌ
・
司
圃
ｌ
山

１
１
１

王未使用
ON:リード命令受付可／ライト命令受付不可
nM◆且壷畳云苛

」I一一一一一一ON:通信不可

iFig.9DSMZ説明図

通常の通信（リード命令/ライト命令受付可）の場合は、DSW2は全てOFF設定となります。

2．通信状態の表示

通信中は、送信・受信表示LEDランプ(Fig.7参照）が点滅しますので、確認してくだきい。

また、カレントループ通信方式の場合、上位コンピュータから通信を行なわない時でも送信・

受信表示LEDランプが点滅します。これはCIB(EC1000)とパッチカウンタ間で一定時間ごと

にボーリングを行なっているためです。

3．通信コマンド

（1）リードコマンド(R)・・・・・・パッチカウンタのデータを読み出します。

（2）ライトコマンド(W)。。・・・・バッチカウンタに各設定値を書き込みます。

（3）チェックコマンド(C)・・・・・カレントループの通信チェックを行ないます。

（4）オーバーピューコマンド（0）・・特定のデータをまとめて読み出します。

I璽一塁 示
一一屯

注：○印が通信可能です。

オーパーピューコマンドは、このコマンドだけで○印全ての情報を読み出せます。

－15－

項 目 リードコマンド

(R)

ライトコマンド

(N)

オーパーピ戸一コマンド

(0）

①初期設定量 ○ ○

②終期設定量 ○ ○

③行き遇ぎ予測量 ○ ○

④行き遇ぎ量 ○ ○

⑤パルス 偏 差 ○ ○

⑥未到来パルス間隔 ○ ○

⑦メ－タ係数 ○ ○

⑧過大流量 ○ ○

⑨仕込量設定 ○ ○

⑩積算値 ○ ○

⑪瞬時流量 ○ ○

⑫運転状態 ○ ○

⑬パルプの状態 ○ ○

⑭スタート・ストップ・リセット ○

○ ○



一－一

4．通信のフォーマット

（1）上位コンピュータ側出力

－
－
・
↓
園
’
四

(2)上位コンピュータ側入力(CIBEC1000)レスポンス

(3)CIBEC1000←→パツチカウンタEL1870"
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■運転前の準備

1．本器および関連機器の取付け、配管および配線に誤り、未完成個所がないか点検して下さい。

【注意】特に電源嫡子が規定の電源電圧線に結線しているか点検して下きい。 －
１
．
一
国
ｌ
山

電源電圧を間違うと焼損することがありますのでご注意下きい。

供給空気圧の除湿を充分行なって下各い。

エアフィルタなどで充分ドレン抜きをして、供給空気中に混入している水分、油分などを取

り除いて下きい。

開閉弁への供給空気圧を指定圧力に減圧弁（エアセット）でセットして下きい。

本器へ電源を供給して下きい。

日常運転は上記2．4を確認して下さい。

2．

●
●
●

３
４
５

＜運転前の動作確認＞

計量液体を流きずに開閉弁が確実に作動するか、確認して下きい。

1．電源スイッチを"ON"にして下さい。

2．カウンタAを任意の値に設定して下きい。

3．スタート釦(｢§、を押して開閉弁が開くか､確認して下言い。

4．ストップ釦(｢§Dを押して開閉弁が閉じるか､確認して下番い。
5．上記3．4．を数回繰り返し、開閉弁が正常に開閉するか、確認して下きい。

6．遠隔スタート、ストップがある場合には遠隔側でも上記3．4．5．を行なって下きい。

■運転要領…･……・各部の名称およびパッチ機龍の項を参照して行って下きい。

RUN■□SET
NORN.■□CHECK

であることを確認して下さい。1．内器を引き出しモード切換SNが

2．電源を入れて下きい。

3･各種の設定値が正しくセットされているか、確認して下きい。

（納入時Or長期未使用後の時のみ）

表示読出し動作の項を参照（9頁）して下きい。

スケーラ、定量および保護機能のセットメモリー値を読出し

正しくメモリーきれていることを確認

4．仕込量設定以降については下記フローにて操作して下きい。

(Fig.10)

－17－
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0
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．
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国
’
四

電
源
側

パ
ッ
チ
量
の
設
定

ス
タ
ー
・
卜

完完 リ
セ
ッ
ト
囮

リ
セ
ッ

上
限
流
量
信
号
伽

上
限
流

上
限
流
量
信
号
卿

上
限
流

了

図

I I

仕込量表示
I I

°カウンタA

CカウンタB

｡SVランプ

｡MVランプ

‐
一
癖
恥
‐
１
－
１

－
噸
鯏

示

一

表
倒
詞積

‐
↑

摸一衿一息剣寸一斗I
1

1

1 11

11

衿点灯一計II
吟点灯＝計

時一段開-孝一全開-斗←一段職閉止I
I lII

Fig・10仕込景設定フロー

｡ENDランプ

°パルプ

5．動作タイムチャート

Fig.11
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パッチ量の変更

バルブ

操作信号 ＝圭仁二
終了出力

{雛

上限

初期

ロ
〆
申
１
１

！

－

－

本ランプ点灯

動作説明

厄勾ON(A点）と同時に、バルブは、所定

の開度に開きます(初期流量)。－定量（初期

設定値==A点からB点まで）流れると全開し、

C点まで計量すると自動的にパルプは絞られ、

所定の開度に維持されます（終期流量)。D点．

までくると閉止信号が発信されますが、バル

ブの動作遅れがあるため、実際にバルブが閉

じるのはE点となります。D点からE点まで

ソプ信号は、あらかじめ見込むことのできる錘（行き

7過ぎ予測量）ですので、この逓を補正した形

D終期流量

Ir
南

E

』
や
一

J|

で設定値を決定できます。バルブの閉止時間

が一定でも、ライン圧等の変動により閉じる

位置がE点から多少バラツキます°このE点

バッチ終了からオーバーした量を行き過ぎ鉦とし、この

声一一一量をあらかじめ設定します。この値を越える
－

ﾃき過ぎ予測量

一

行き過ぎ量

一終期設定値

と警報が出されます。

この様にして、安全、かつ正確な計母が可能

となります。尚、バルブのA→B，C→D間

の開度調整は、バルブ側であらかじめ設定し

ておきます．

0



お願い：内部の故障と診断された場合は、

当社営業所までご連絡下きい。

■簡単な故障チェック方法

に
陰
卜

－19－

症状 確認事項 故障推定箇所

表示ランプおよび

LEDが点灯しない

1．電源電圧の確認

2．ヒューズを点検

3．定電圧の確認

4．コントロールボードの

CPUウオッチドッグラ

ンプが点滅しているか。

1．電源スイッチの入れ忘れ

2．ヒューズ断線

3．内器の電源ユニットの故障

4．コントロールボードの故障

(ランプが消灯の時）

スタートしても、

バルブ出力が発信

きれない

1．配線は正しいか

特にストップ入力⑨－⑩

短絡されているか。

2."ALN
”

ランプおよび

ブザーがなる。

3．仕込量が正しくセット

きれているか。

(鱈0”でないことを含む）

4．各種設定が正しくセット

きれているか。

5．モード切換SNが

6● コントロールボー

に
い董縛
ドの

CPUウオッチドッグ

ランプが点滅しているか。

棚N崖日認CK

1．配線を正しく直す、

2．発信器が正しく配線きれていない。

(断線Or短絡状態の時は､スタート

出来ない機構になっている。）

3．カウンタAの設定数が点滅している

時は 、

輿仕込量のセット

セットすること。

”

の項参照にて再

4．終期設定値＞行き過ぎ予測量である

様、再メモリーすること ｡

5.CHECKの場合は、パルプ出力（終了、

予告）は発信きれません。

6．コントロールボードが故障

流量計が回転して

いるがカウンタB

が積算値をカウン

卜しない

1．入力信号の配線は正しいか。

2．入力信号は入っていますか。

3．発信器の型式セットが合っ

ているか。

4．コントロールボードの

CPUウオッチドッグ

ランプが点滅しているか。

1．入力の配線の誤り

2．発信器自体の故障

3．発信器よりの波形整形部のマッチン

グ不良

4．コントロールボードの故障



■標準仕様

一

一
Ｉ
・
マ
Ｎ
Ｉ
山

次頁へつづく

－20－

項目 内容

作動方式 パルス加算式

バッチ量の設定方式 計器前面のテンキーによる

バッチ量の桁数・表示 6桁,前面カウンタAにて表示:上部(ゼロサプレス方式）

積算値表示
6桁,前面カウンタBにて表示:下部(ゼロサプレス方式）

(入力パルス数×メータ係数設定値を表示）

瞬時流量表示 デジタル表示，前面カウンタBにて表示

人
力
信
号

流量入力

外部命令

入力

接点パルス

または

オープンコ

レクタ

電圧パルス

または

電流パルス

接点パルス

発信器

発信器電源

信号電圧

応答パルス

カットパルス幅

発信器

発信器電源

信号電圧

入力インピーダ

ンス

応答パルス

カットパルス幅

容量

パルス幅

スタート

ストップ

リセット

接点パルス
PG20M相当

2線式
オープンコレクタ

一 1■■■■■

約60mA， フ字形短絡保護付き

15VDC,10mA以下 24VDC,5mA以下

50Hzmax. 200Hzmax.

1ms以下 1ms以下

電圧パルス

PG30,PG40

PG60A(F)相当

電流パルス

12V,2線式

PG30S相当

電流パルス

24V,2線式

PAO4,05,45,15

PG60A(E)相当

12VDCor24VDC 12VDC 24VDC

約60mA， フ字形短絡保護付き

｢1｣:5V以上

｢0｣:1.5V以下

｢1｣:7.5V以上

｢0｣:4.5V以下

｢l｣:5V以上

｢0｣:1.5V以下

20kQ 510Q 240Q

200Hzmax.

1ms以下

24VDC,20mA以下

インスタント信号10ms以上

インスタントメーク信号(a接点）

インスタントブレーク信号(b接点）

ｲンスタントメーク信号(a接点）

各

樫
数
値

スケーラ

バッチ機能

メータ係数言ｾ定範囲

初期設定値

終期設定値

行き過ぎ予測量設定

行き過ぎ量設定

0.0001～1.9999(分周1/1,固定）

0～999カウント（標準80カウント）

0～999カウント（標準80カウント）

0～99カウント（標準2カウント）

l～99カウント（標準2カウント）

設
定 警報機能

パルス偏差検出

未到来パルス

過大流量

2～15カウント（標準2カウント）
2～99s （標準15s:スタート後5s無効）

l～9999カウント（標準9999×最小桁単位×1000/h)

出
力
信
号

バルブ

操作信号

接点出力

上限流量信号開

(全開信号）

制限信号（一段閉信号）

容量250VAC,0.5A， a接点各1組

初期設定値到達時より終期制限流量開始時まで
ホールド（表示ランプMV点灯）

スタート信号よりストップ信号までホールド

(表示ランプMV点灯）

完了出力 接点出力
容量250VAC,0．5A,a接点1組
バッチ量到達にてホールド，リセット操作にて解除

I

外部積算計用出力
’

オープンコレクタ(容量30VDC,50mA,パルス幅1ms)<標準＞
または，接点パルス(容量125VAC/50VDC,200mA,パルス幅50ms)

警報出力’接点出力｜容量250VAC,0.5A,a接点1組




